























　周知のように、植民地初期の 1913 年 12 月に総督府令で地方行政区画の改編が打ち出さ
れ翌 14 年 4 月から施行された。朝鮮全道では、13 道 12 府 317 郡 4322 面が 13 道 12 府
220 郡 2531 面となり、全道的な郡・面の統廃合の一環として、金泉郡も成立している。
　金泉郡は、従来の金山郡（16 面）・知禮郡（9 面）・開寧郡（8 面）の 3 郡 33 面と星州郡
薪谷面を合併させて新しく成立した郡であり、郡内には 20 の面が置かれた 
6
。慶尚北道全
体では 1 府（大邱府）23 郡となったが、金泉郡はその中で、第 7 位の広さであった。郡人
口の点では 1928 年現在の数値で、朝鮮人約 14 万人・日本人約 2000 人・その他外国人
151 人、合計 14 万人となっており、道内で 5 番目に人口が多い郡である 
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。道庁所在地で






人を任命できた。当時 2512 面中で 1％に満たない 23 面のみが指定された。金泉は京釜線
沿線で多数の日本人が居住する場所として指定されている 
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義務制と学校 ﹁普及﹂ 問題」駒込武・橋本伸也編『帝国と学校』昭和堂、2007 年、155 頁）。
 6 越智唯七『新旧対照朝鮮全道府郡面里洞名称一覧』（1917 年）12 頁。なお、金泉郡の面積は「65.55
方里」（慶尚北道編纂『自大正 8 年至昭和 3 年　慶尚北道統計年報』1930 年）となっており、1 里が
約 3.9㎞であるから、998.6㎢となる。どの程度の広さであるかをイメージするために仮に正方形で考
えると、31.6㎞（8.1 里）四方ほどの広さになる。各面の広さも、20 面でその平均値をとると、1 面
は約 50㎢、約 7.1㎞四方ほどであった。
 7 同上、『自大正 8 年至昭和 3 年　慶尚北道統計年報』。
 8 孫禎睦『韓国地方制度・自治史研究（上）甲午更張～日帝強占期』（一志社、1992 年）167 頁。
